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１．目的 

 土壌汚染調査・対策業務の効率化及び品質向上を目的として，図面・帳票の自動作成や汚染状況の三次元図

面をタブレット端末で閲覧できる「土壌汚染調査・対策業務支援システム」を開発してきた 1）．本システムは，

掘削除去工事（掘削除去版）と原位置浄化工事（原位置浄化版）に対応している．掘削除去版は，現在稼働中

の汚染土壌の掘削除去工事に適用した．原位置浄化版では新たに，現場の汚染状況をコンター図によって表現

し，タブレット端末上で閲覧する機能を追加した．本報で，これらの機能について紹介する． 

２．掘削除去工事への適用 

２．１ 適用現場の概要 

 適用現場は，土壌汚染対策法の形質変更時要届出区域で汚染土壌の掘削除去工事を行っているサイトとし

た．単位区画（10ｍ×10ｍ）ごとに実施した土壌汚染調査結果により確定した 100 区画以上の汚染土壌対策

を行うものである．対象地は健全土と汚染土が区画ごとに異なる深度に存在し，汚染物質の種類も区画ごと

に異なる．そのため汚染土と健全土が混ざらないように深度ごとに区分して掘削し，品質・出来形を確保す

る必要がある．調査ステップごとの図面作成や，調査結果・出来形帳票等の作成は，複雑かつ煩雑な作業で

あるため，品質管理においてミスがなく,また効率的に管理することが課題である． 

２．２ 導入状況  

 今回，本システムにおいて調査ステップごとの図面と帳票の自動作成機能，タブレット端末を利用した

三次元図面のビューワ機能（3D 汚染情報ビューワ）及び出来形管理帳票の作成機能の実効性を確認した．  

（1）調査ステップごとの図面と帳票の自動作成機能

本システムは汎用性の高い CAD ソフトと，表計算ソフトで構

成されている．作成可能な図面と帳票の例を図-1,2 に示す．土壌

調査結果入力した帳票をシステムに読み込ませると，調査結果を

CAD 上へ自動で図示し，汚染状況の三次元図面を作成できる． 

（2）3D 汚染情報ビューワ

作成した図面データおよび調査結果等の情報はタブレット端末

から閲覧できる．汚染物質や汚染濃度レベルを色の違いや濃淡で

表現しているため，各物質の汚染範囲や濃度を直観的に把握でき

る（図-3）．現場の施工管理で一般的に用いるタブレット端末か

ら利用できるため，場所等に制限なく，汚染情報等を取得・閲覧

可能になった． 

（3）出来形管理帳票作成機能

本工事では，3D 汚染情報ビューワを利用して出来形管理帳票の

作成を行っている．区画を指定するとデータベースから読み込まれ 
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図-1 調査結果図例 図-2 調査帳票例 

図-3 タブレット端末の画面例 
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た設計情報が記載された出来形管理帳票の入力画面（図-4）が表

示される．現場担当者が計測した出来形の実測値を入力すると、

設計値と比較して出来形不足の有無をシステムで自動判定するた

め，掘削除去の出来形品質管理を効率的に行える． 

 加えて，実測値データはクラウドサーバーへ保存され，掘削の

進捗に応じて 3D 汚染情報ビューワの三次元図面が自動更新され

る（図-5：掘削済は緑色,未掘削は青色で示す）．インターネット

に接続されていれば，いつでもどこからでも工事の進捗状況を 

閲覧できる．発注者や現場事務所などでも閲覧が可能であるため，本工事のような管理が煩雑な大規

模現場において，関係者間での情報共有を円滑に行うための手段として有効と考える． 

３．原位置浄化工事への適用 

３．１ 既開発システムの概要 

 本システムは，原位置浄化における地下水管理に対応している．CAD ソフト上で観測井の位置や深さ

等を反映した図面を簡単に短時間で自動作成できる． 

作成した図面は 3D 汚染情報ビューワへ登録し，タブレット端末から濃度等の測定項目の実測データを入力

する．入力データは図面上でリアルタイムに可視化でき，浄化の進捗状況を現地で視覚的に把握をすることが

可能である．さらにデータは，図面と紐づけてサーバーに蓄積しており，グラフや一覧表の形にして，いつで

も取り出し可能である．これらの機能は，原位置浄化の品質管理業務である測定作業において，現在と過去の

データの比較を容易にした．これにより，浄化剤の注入量や負圧量，温度設定などの設定を細やか，かつ迅速

に行えるため，浄化管理に有効と考える． 

３．２ コンター図作成機能（追加機能） 

 汚染状況を把握する方法の一つとして，コンター図による可視

化がある．対策前後の汚染状況や原位置浄化の進捗状況をより詳

細に視覚的に把握するため，本システムの CAD ソフト上でコン

ター図を自動描画する機能を追加した（図-6）．この機能では，簡

単な操作で，井戸の位置関係や環境データを示す図面が作成でき

る．これにより，地下水流向や深度別の汚染状況などを直観的に

把握できる．また 3D 汚染情報ビューワと連携しており，対象コ

ンターの「物質名」，「値」，「面積」等の情報を閲覧できる．コン

ターの面積等の情報は，原位置浄化工事を行う際の対策範囲の検

討に利用することが可能である． 

 3.1 章の可視化機能と合わせて利用することで，過去の調査結果を利用して作成したコンター図と，現在の

測定データを見比べながら汚染の広がりや浄化の進捗状況を確認できる．これらの機能を活用して，浄化の進

捗を見ながら，浄化設備や浄化剤の注入条件を調整することで，浄化工事の品質管理と業務効率化に貢献でき

るものと考える． 

４．まとめ  

 本システムの各種機能については，引き続き本報で紹介した現場にて活用を進め，作業効率向上等の効果に

ついての検証していく．原位置浄化版については，稼働中の原位置浄化工事で利用し，業務の効率性や品質向

上の効果がどの程度得られるかを検証する． 
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図-4 出来形帳票例 図-5 掘削進捗図例 

図-6 TCE の深度別の汚染状況を示した

コンター図（3D 汚染情報ビューワ） 
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